
タ
に
触
れ
る
環
境
の
中
で
そ
の
有
用
性
を
体
験
で

き
親
し
み
を
も
て
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
そ

の
後
の
仕
事
に
た
い
へ
ん
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
。

建
築
設
計
・
都
市
計
画
か
ら

ビ
ジ
ュ
ア
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
へ

帰
国
後
は
鹿
島
建
設
に
入
社
し
、
同
社
の
建
築

設
計
本
部
で
建
築
の
設
計
や
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
仕

事
に
携
わ
っ
た
。
国
内
の
建
築
設
計
の
ほ
か
、
東

南
ア
ジ
ア
、
北
ア
フ
リ
カ
な
ど
海
外
の
建
築
や
都

市
開
発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
加
し
た
。
鹿
島

建
設
の
都
市
や
集
合
住
宅
の
設
計
に
お
い
て
、
Ｍ

Ｉ
Ｔ
で
学
ん
だ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の
理
論
や
手
法
が
大

い
に
役
に
立
っ
た
。

そ
の
後
、
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と

し
て
一
九
八
七
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
株
式
会
社
キ

ャ
ド
セ
ン
タ
ー
に
参
加
し
て
、
建
築
設
計
、
景
観

設
計
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス（
Ｃ
Ｇ
）、

映
像
制
作
、
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ（
Ｖ
Ｒ
）な

ど
の
業
務
に
携
わ
っ
た
。
近
年
は
、
三
次
元
地
図

の
自
動
生
成
、
Ｖ
Ｒ
表
示
装
置
な
ど
の
技
術
開
発

に
も
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
開
発
し
た
技
術
は
、

Ｖ
Ｒ
や
三
次
元
Ｇ
Ｉ
Ｓ（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）関

連
の
コ
ン
テ
ン
ツ
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
お
よ
び
ハ
ー

ド
ウ
ェ
ア
と
し
て
商
品
化
し
、
ビ
ジ
ュ
ア
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
事
業
を
推
進
す
る
こ
の
会
社
に
お
け
る
主

要
事
業
の
一
つ
に
成
長
し
て
い
る
。
現
在
で
は
、

会
社
の
事
業
対
象
分
野
は
建
築
、
都
市
計
画
、
不

動
産
、
防
災
、
観
光
、
展
示
、
報
道
、
教
育
、
エ

ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
な
ど
に
広
が
っ
た
。

一
九
九
八
年
頃
か
ら
、
レ
ー
ザ
ー
計
測
技
術
を

利
用
し
た
文
化
遺
産
の
三
次
元
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の

ア
ン
コ
ー
ル
遺

跡
、
レ
バ
ノ
ン

の
テ
ィ
ー
ル
遺

跡
、
奈
良
・
新

薬
師
寺
の
十
二

神
将
立
像
〔
写

真
参
照
〕、
ル
ー

ブ
ル
美
術
館
の

ミ
ロ
の
ビ
ー
ナ

ス
を
は
じ
め
と
し
て
、
建
造
物
、
遺
跡
、
彫
刻
な

ど
、
国
内
外
の
多
数
の
文
化
遺
産
の
レ
ー
ザ
ー
計

測
を
行
い
、
三
次
元
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
ビ
ジ
ュ
ア

ル
化
を
推
進
し
て
い
る
。

世
界
の
人
々
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

近
年
、
国
際
学
会
や
海
外
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
の
発
表
や
、
海
外
の
文
化
遺
産
の
レ
ー
ザ
ー
計

測
が
増
え
た
た
め
、
外
国
に
行
く
機
会
が
多
く
な

っ
た
。
海
外
の
す
ぐ
れ
た
研
究
者
や
技
術
者
と
英

語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
こ
と
は
、

米
国
に
留
学
で
き
た
こ
と
の
多
大
な
恩
恵
と
い
え

よ
う
。
ま
た
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
文
化
の
中
で
過
ご
し
た

経
験
は
、
他
に
ま
ね
の
で
き
な
い
技
術
を
開
発
し

て
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
り
出
す
姿
勢
を
育
ん
で

く
れ
た
と
思
う
。
そ
し
て
、
人
生
の
若
い
時
期
の

あ
る
期
間
を
外
国
で
暮
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
国
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、
世
界

の
中
に
お
け
る
日
本
や
、
世
界
の
他
の
国
々
に
つ

い
て
も
、
広
い
視
野
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
思
う
。

翔べ！ 世界へ 奨学生体験記

協力：新薬師寺、
元東京藝術大学・長澤市郎教授

オランダを代表する建築家ヘルマン・ヘルツ
ベルハー氏（中央）によるデザイン・ワークシ
ョップの講評風景（右端が筆者、１９８０年１月）

トリノで開催されたCIPA（文化遺産の記録・
保存・利用の国際組織）のシンポジウムでコ
ア・メンバーと筆者（左端、２００５年１０月）
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Ｍ
Ｉ
Ｔ
建
築
・
都
市
計
画
学
部

建
築
学
科
に
所
属

Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
建
築
学
科
は
一
八
六
五
年
に
設
立
さ

れ
た
米
国
で
最
初
の
建
築
学
科
で
あ
る
。
そ
の
大

学
院
で
私
が
属
し
た
の
はM

aster
ofScience

in

A
rchitecture

Studies

（
取
得
学
位：

SM
A
-

rchS

）と
い
い
、
一
通
り
建
築
家
の
教
育
を
終
え

た
者
が
主
要
な
新
し
い
建
築
の
理
論
や
手
法
を
学

ぶ
こ
と
を
主
眼
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。

学
年
の
総
勢
は
三
〇
名
程
度
だ
っ
た
と
思
う
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
、
北
米
な
ど
世
界
中
か
ら
各

国
に
つ
き
一
、
二
名
を
選
ぶ
方
針
で
集
め
た
た
め
、

多
彩
な
国
籍
の
学
生
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

留
学
先
を
Ｍ
Ｉ
Ｔ
に
決
め
た
最
大
の
理
由
は
、

ジ
ョ
ン
・
ハ
ブ
ラ
ー
ケ
ン
教
授
の
存
在
で
あ
っ
た
。

ハ
ブ
ラ
ー
ケ
ン
教
授
は
、
一
九
六
〇
年
代
半
ば
か

ら
オ
ラ
ン
ダ
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
と
い
う
研
究
組
織
で
新
し

い
ハ
ウ
ジ
ン
グ（
集
合
住
宅
）の
設
計
手
法
を
提
唱

し
て
い
た
人
で
あ
る
。
教
授
は
当
時
、
ア
イ
ン
ト

ホ
ー
フ
ェ
ン
工
科
大
学
か
ら
Ｍ
Ｉ
Ｔ
に
招
か
れ
て

建
築
学
科
長
の
職
に
あ
っ
た
。
Ｓ
Ａ
Ｒ
の
手
法
は
、

工
業
化
構
法
を
利
用
し
た
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の
設
計
に

「
サ
ポ
ー
ト
」
と
「
イ
ン
フ
ィ
ル
」
と
い
う
新
し

い
概
念
を
導
入
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

建
物
の
骨
格
で
あ
る
基
本
構
造
部
「
サ
ポ
ー
ト
」

は
一
〇
〇
年
単
位
の
長
期
に
わ
た
っ
て
使
用
で
き

る
よ
う
に
設
計
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
居
住
者

が
決
め
ら
れ
る
内
装
な
ど
の
非
構
造
部
「
イ
ン
フ

ィ
ル
」
に
つ
い
て
は
、
変
化
す
る
居
住
者
の
多
様

な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
変

更
可
能
な
余
地
を
最
大
限
に
確
保
し
よ
う
と
す
る

手
法
で
あ
る
。

留
学
前
は
、
日
本
に
お
け
る
工
業
化
建
築
の
パ

イ
オ
ニ
ア
と
し
て
知
ら
れ
る
東
京
大
学
の
内
田
祥

哉
教
授
の
研
究
室
に
在
籍
し
て
い
た
。
そ
し
て
、

当
時
か
ら
ハ
ブ
ラ
ー
ケ
ン
教
授
の
研
究
に
注
目
し

て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
設
計
概
念
は
そ
の
後
の
日

本
で
も
進
化
し
て
、
近
年
の
例
で
い
え
ば
大
阪
ガ

ス
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
２１
（
内
田
祥
哉
＋
集
工
舎
建
築
都
市

デ
ザ
イ
ン
研
究
所
）や
都
市
再
生
機
構
の
Ｓ
Ｉ（
ス

ケ
ル
ト
ン
・
イ
ン
フ
ィ
ル
）住
宅
な
ど
と
し
て
実

現
し
て
い
る
。

留
学
当
時
の
Ｍ
Ｉ
Ｔ
で
、
ハ
ブ
ラ
ー
ケ
ン
教
授

は
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の
理
論
と
手
法
を
都
市
の
デ
ザ
イ

ン
に
拡
張
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
多
数

の
街
区
が
集
合
し
た
ス
ケ
ー
ル
に
お
い
て
、
多
様

な
空
間
を
統
一
感
の
あ
る
街
並
み
と
し
て
実
現
す

る
た
め
の
設
計
手
法
で
あ
る
。
一
九
八
一
年
の
夏

休
み
に
は
一
〇
人
の
学
生
を
集
め
て
こ
の
理
論
の

実
験
的
な
設
計
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
い
、
私
も
参

加
し
た
。
そ
の
時
の
経
験
は
、
後
に
携
わ
っ
た
都

市
計
画
や
集
合
住
宅
の
設
計
に
お
い
て
た
い
へ
ん

役
に
立
っ
た
。

当
時
で
も
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
学
内
に
は
最
先
端
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

い
た
る
と
こ
ろ
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
に
自
然
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

国
際
文
化
教
育
交
流
財
団
第
四
回
生（
一
九
七
九
年
度
）。
一
九
七
六
年

東
京
大
学
工
学
部
建
築
学
科
卒
業
。
一
九
七
八
年
同
大
学
院
修
士
課
程

修
了
後
、
同
博
士
課
程
の
途
中
で
一
九
七
九
―
八
一
年
米
国
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）建
築
・
都
市
計
画
学
部
大
学
院
留
学

（S
M
A
rc
h
S

取
得
）。一
九
八
二
年
よ
り
鹿
島
建
設
で
建
築
設
計
、都

市
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
従
事
の
後
、一
九
八
八
年
よ
り
株
式
会
社
キ
ャ
ド
セ

ン
タ
ー
。二
〇
〇
三
年
よ
り
立
命
館
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｅ
推
進
機
構
教
授
を
兼
務
。

�
瀬

裕

た
か
せ

ゆ
た
か

●
国
際
文
化
教
育
交
流
財
団
は
、
経
団
連
第
二
代
会
長

故
石
坂
泰
三
氏
の
遺
徳
を
記
念
し
、
一
九
七
六
年
に
設
立

さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
世
界
三
一
カ
国
の
大
学
・
大
学

院
へ
一
六
四
名
の
日
本
人
留
学
生
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、

世
界
三
五
カ
国
四
二
九
名
の
外
国
人
留
学
生
へ
の
奨
学
金

の
供
与
や
講
演
会
等
を
実
施
し
て
き
て
い
る
。

Ｍ
Ｉ
Ｔ
留
学
で
得
た
も
のキ

ャ
ド
セ
ン
タ
ー
取
締
役

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
・
ラ
ボ
所
長

立
命
館
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｅ
推
進
機
構
教
授
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